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	2.2 刺激と装置 刺激：書字・運筆により視覚運動協応の発達を評価するためにBeery-VMI6[11]を行った。Beery-VMI6では同一図形を複数の選択肢の中から1つ選択することを求める視知覚(VP)課題と，線つなぎや図形のなぞり等で構成されている運動協応(MC)課題の2種類があった。また，参加者の言語発達能力を評価するために，絵画語彙検査(PVT-R)[12]を使用した。PVT-Rは1つの図版に4つの絵刺激が提示され，実験者が音声提示した刺激に対応する絵を選択していただくものであった。さら...
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